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別紙  

供血者から始まる遡及調査実施状況   

＊血液製剤等に係る遡及調査ガイドライン（平成20年12月26日一部改正）に基づく遡及調査対応基準を適用。  

HBV：HBs抗原CLEIA法確認試験（中和試験）又は個別NAT陽性の場合は遡及調壷を行う。  

HBtl抗体CLEIA法陽転の場合は遡及調査を行う。  

HCV：HCV抗体CLEIA法陽転の血液及びlう有回の血液について個別NATを実施し、いずれかが暢性の場合は遡及調査を行う。  

HIV ‥HIV抗体CLEIA法で陽転し、確認試験（WB法）又は個別NAT陽性の場合は遡及調査を行う。  

共通：スクリーニングNAT陽転の場合は遡及調丑を行う。   



〈参考〉  

供血着から始まる遡及調査実施状況  

対象（僻推βVlⅥ1硝魚）とな久受虚者の拶磨化櫛紡が得られたメj∴密着ば屏凍凄／こよク屠亡Lた三和野て洩る  

♯堀♂観彪抑た僻αβj汐β用拶僻・舶厳重馳糊  
姦貞会ノに丁7済度ノ  
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